
クラウドネイティブ企業が生んだ即起動デスクトップAI
― 電源ONですぐにGaiXerが動く「Sovereign GaiXer」 ―
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※Microsoft、Azureは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です

※Amazon Web Services 、AWS は、Amazon.com, Inc. またはその関連会社の商標です

※その他記載の会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です
Claude 4.6 Sonnet

日本における

生成AIブームの先駆者

ChatGPT

大規模言語モデル

開発競争の時代が到来

トップレベルの

日本語処理性能を誇る

大規模言語モデル

GPT-5.4 / GPT-5.2

200万トークンという膨大なコンテキストフレームにより、超長文の文章などの入出力が

可能。Googleの持つ従来のテクノロジーを駆使し、マルチモーダル(画像、動画、音声)

対応が可能に

英語ベースの高性能モデルに対し、高品質な日本語データを用いて継続事前学習を
行うことで、日本語の文法やニュアンスを深く理解する能力を持つ

複数LLMのいいとこどり

は業務に最適なLLMを順次追加搭載

が可能

とは

深層学習ブームの火付け役

Vertex AI

Gemini 3 Pro

Gemini 3.1 Flashgpt-oss 120B

swallow
Claude 4.5 Opus









Saas型生成AIサービスから
AIエージェントへ



8© 2026 FIXER Inc.

■初期段階（～2024年）

•クラウド型生成AIを活用し、

クラウド上のデータやサービスと連携して業務支援を実現。

■2025年：“AIエージェント元年”

•AIエージェントにより、業務を自律的に遂行。

クラウド上のAIが他システムと連携可能に。

•オンプレミスに残るレガシーデータとクラウドの融合が進み、

分断されていた情報資産の利活用が本格化。

生成AI活用の進化：クラウドからエージェント連携へ
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主要プレイヤーが一斉に
“AIエージェント中心”へシフト
OpenAI – Agent API & Agent Store
企業向けエージェントの標準化が本格始動。

UI操作・外部ツール連携・長期タスク実行が標準機能に。

2025年に起きた“象徴的な出来事” 

Microsoft – Copilot （Auto Actions / Flows）
Office・Teams・Power Platformと統合し、

あらゆる業務フローがAIによる“自動実行”前提に。

AWS – Amazon Q Agents for Business
企業データ＋プロセスを基にした

業務特化エージェントの運用が“当たり前”に。

Google – Gemini Agentic AI
マルチモーダル処理 × ツール実行を標準装備。

Web操作・アプリ操作まで一気通貫で実行可能。

© 2026 FIXER Inc.
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AIが判断可能な範囲は即座に自動応答、

難しいケースは人間が確認・承認。

人間が介入した応答は継続的な

AI学習のデータとして蓄積

人間がAIエージェントに指示

© 2026 FIXER Inc.
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ひとつのエージェントで困難なタスクを

複数のAIエージェントの連携で対応。

エージェントの連携体制構築 

様々なエージェント同士が情報共有し

効率的に連携するとあらゆる業務で

AIを活用できる。

例：文章作成エージェント・
時事ネタリサーチエージェント・
スピーチライティングエージェントを
組み合わせると時事ネタを織り込んだスピーチ原稿を自動的
に作成。

© 2026 FIXER Inc.
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• 多くの企業や自治体は、セキュリティや

法規制の観点からクラウドではなく、

オンプレミス環境を利用している

• 生成AIの活用は進んでいるがオンプレミス

環境（レガシー資産）とのシームレスな

連携が課題となっている

• MCP(Model Context Protocol)技術により、

この課題を解決できる

レガシー資産での生成AI活用時の課題

© 2026 FIXER Inc.
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2024年時点においても、いまだに多数のシステムが
オンプレミスで稼働している。
パブリッククラウドの利用率は徐々に向上すると思わ
れるが、オンプレミス上でのシステム運用ニーズは引
き続き根強く残っていくと想定される。

特に医療機関や士業等、コンプライアンスの制約や
データ主権の確保が求められる領域では、オンプレミ
ス上でのシステム運用ニーズが根強い。

※出典 Veeam の Hybrid Cloud Trends of 2024（Data Protection Trends 2024 ） https://www.veeam.com/blog/hybrid-cloud-infrastructure-trends.html

いまだにオンプレが半分以上

ITインフラ構成比の変化
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レガシー資産

オンプレ資産

…etc

生成AIとレガシー資産の接続方法について

生成AI

Chat GPT

Copilot

Gemini

Claude

セキュアな接続が実現すれば
レガシー資産を生成AIで活かせる

こんな大胆なことは考えにくい

LLMの学習による情報漏洩
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生成AIとレガシー資産の接続方法について

レガシー資産

オンプレ資産

パブリッククラウド 生成AI

MCP

Chat GPT Gemini Claude

AWS Azure GoogleCloud
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総務省「令和5年 通信利用動向調査報告書（企業編）」の（5）クラウドサービスを利用しない理由 

→ 図表3-6「クラウドサービスを利用しない理由（時系列）」 に、

令和5年（2023年）の「必要がない」= 44.7%



そこで・・・
デスクトップ
スーパーコンピューティング
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ThinkStation PGX

* FP4精度

• 最大1 PetaFLOPSのAI処理性能*を低省電力で

✓ 240W ACアダプタ

• 最大2000億パラメータの大規模モデルもサポート

✓ 128GB統合システムメモリ

• 開梱後すぐにAI開発の実践が可能

✓ NVIDIA DGX OS (Ubuntu) + AIソフトウェアスタック

• 2台クラスタ接続で最大4050億パラメータまでサポート

✓ オプションQSFPリンクケーブル

手のひらサイズの
AIスーパーコンピュータ

GB10
Superchip

FLOPS Unified

Memory
Parameter

AI Models

1 Peta
*

128GB 200B

※Lenovo社資料より引用





動画を別ウィンドウにて再生しております



Sovereign GaiXerデモ



動画を別ウィンドウにて再生しております



身近なパソコンと比べると？
一般的なノートPC → 数百GigaFlops〜数TeraFlops程度

1PetaFlopsは：

ノートPC 約1000台分上！！
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生成AIが止まる理由は
技術不足ではありません

•中小企業は「使い道が見えない」
•大企業は「セキュリティが不安」

企業が求めているのは

• 安心して使える環境 
• 具体的な業務活用シナリオ

同時に解決する製品が

Sovereign GaiXer です。

なぜ企業の生成AIは止まるのか？

出典（参考文献）
•株式会社 情報通信総合研究所「〖報道発表〗企業における生成AI導入の現状と展望 ―中小企業の導入
促進には幅広いユースケースの共有が重要―」, 2025年9月4日発表. 本調査における 企業の生成AI導
入・利用率（従業員規模別） や 生成AI関連の技術・サービスを導入・利用しない理由 の集計結果より. 
https://www.icr.co.jp/publicity/5325.html

生成AI関連の技術・サービスを導入・利用しない理由



使い道が見えない・・・？



生成AIの活用は、生成AIに聞け！
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デジタル人材育成の一環として、市職員から選抜された

DX推進リーダー約200名に対して研修を実施

•DXマインド醸成研修(動画/集合)においてGaiXerの
使い方を説明、アカウント配布。
研修終了後に自主課題として取り組み。

活
用
ア
イ
デ
ア

•文書
– 会議告知/議事録
– 報告書
– 研修資料
– あいさつ/スピーチ

•広報
– SNS投稿/広報記事
– 消防訓練講話/講評

•外国人対応
– 翻訳
– やさしい日本語

•業務支援
– 採用面接質問
– 競輪市場の動向
– 人材不足対応
– 学校給食公会計化

•問題・課題の構造化研修において、GaiXerを活用した
問題解決・アイデア創造手法を解説。

導入事例: 地方自治体 －四日市市役所様－

支
援
内
容



まずは体験：Sovereign GaiXerのリアルタイム生成

使い道が見えない・・・？

Sovereign GaiXerに聞いて！

© 2026 FIXER Inc.



もうひとつの不安
セキュリティ？



手元で生成すれば大丈夫！！



Lenovo社の決算資料
※Lenovo社決算説明資料より引用



Lenovo社の決算資料
英語で31ページ！！！

何分で読めますか？

※Lenovo社決算説明資料より引用



動画を別ウィンドウにて再生しております
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この中のどこを読んだのか？
本当にちゃんと読めてるの？？

※Lenovo社決算説明資料より引用



© 2026 FIXER Inc.



・タブレット事業：売上は＋46％ YoY。
・AIデバイス：売上構成比は40％に達し、売上は＋71％ YoY。

※Lenovo社決算説明資料より引用
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・AIインフラ（ISG）：
売上は$5.2Bで＋31％ YoY、AI関連売上は＋59％ YoY。

※Lenovo社決算説明資料より引用
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・タブレット事業：売上は＋46％ YoY。
・AIデバイス：売上構成比は40％に達し、
売上は＋71％ YoY。
・AIインフラ（ISG）：売上は$5.2Bで＋
31％ YoY、AI関連売上は＋59％ YoY。

英語で31ページの
資料の見たいところを
一瞬で抽出！！

※Lenovo社決算説明資料より引用



40© 2026 FIXER Inc.

総務省「令和5年 通信利用動向調査報告書（企業編）」の（5）クラウドサービスを利用しない理由 
→ 図表3-6「クラウドサービスを利用しない理由（時系列）」 に、
令和5年（2023年）の「必要がない」= 44.7%

本当に必要ないですか？？
メリットないでしょうか？？？
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非公開情報のアップロードに75.8%が抵抗

＝クラウドAIは“使いたくても使えない”
生成AIツールに、非公開情報や非公開ファイルをアップロードすることに抵抗はありますか？

（凡例）

■抵抗がある

■やや抵抗がある

■あまり抵抗はな

■抵抗はない

生成AIの現状：生成AIへの情報アップロードの抵抗意識

出典：株式会社エルテス「〖実態調査〗生成AI利用者の約5人に1人が『シャドーAI』リスク」, 
2026年1月19日, 株式会社エルテス 調査結果より.

https://eltes.co.jp/news/20260119



不安なデータは
社外に出さない！
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ThinkStation PGX

* FP4精度

• 最大1 PetaFLOPSのAI処理性能*を低省電力で

✓ 240W ACアダプタ

• 最大2000億パラメータの大規模モデルもサポート

✓ 128GB統合システムメモリ

• 開梱後すぐにAI開発の実践が可能

✓ NVIDIA DGX OS (Ubuntu) + AIソフトウェアスタック

• 2台クラスタ接続で最大4050億パラメータまでサポート

✓ オプションQSFPリンクケーブル

手のひらサイズの
AIスーパーコンピュータ

GB10
Superchip

FLOPS Unified

Memory
Parameter

AI Models

1 Peta
*

128GB 200B

4 TB SSD M.2 2242 

PCIe-NVMe Gen4 TLC OPAL対応

※Lenovo社資料より引用
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動画を別ウィンドウにて再生しております



社内LANからデータを
外に出さずに生成できる！！
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藤田医科大学病院では3ヶ月で1,000時間もの業務時間削減を達成し、医師の満足度も非常に高い結果となりました。

以下の図1は、藤田医科大学病院における医師170名へのアンケート結果をまとめたものです。

その中で92%の医師が「業務効率化につながった」と回答し、81%が本システムに「満足」と答えています。

また「サマリー作成時間が大幅に短縮した」と感じた医師が63%、「やや短縮した」が29%にのぼり（合計92%が時間

短縮を実感）、導入後「特に改善を感じない」と答えた医師はわずか4%に過ぎません。現場の医師からは「AIによる

下書きで記載漏れが減り安心感がある」「作業時間が短縮し患者対応に専念できるようになった」などポジティブな

評価が多数寄せられています。

藤田医科大学病院における退院サマリー作成支援AI導入効果（医師アンケート結果）

藤田医科大学病院での先行導入実績（導入効果）



これをPGXに移植しました！



動画を別ウィンドウにて再生しております
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事例：医療コード改定対応のAI自動化
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事例：医療コード改定対応のAI自動化
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医療コード改定対応の業務負荷をAIで削減

院内ネットワークだけで完結する医療コード改定対応を院内AIで自動化

順天堂大学健康データサイエンス学部 山本憲教授
事例

医療コードや診療報酬は定期的に改定され、その都度、電子カルテ確認やコード変換、レセプト反映作業が発

生し、医療機関の大きな負担となっています。また、医療情報を外部に出せないため、クラウド活用にも制約

があります。

本事例では、院内の閉域ネットワーク上にAI基盤を構築し、診療記録を解析して旧コードと新コードを自動照

合・変換する仕組みを実装し、現在実証を進めています。

改定対応の効率化とミス低減を目指しつつ、セキュアな運用の確立を検証しています。

概要

病院内（閉域ネットワーク）

電子カルテシステム レセプトコンピュータ

ICD-11

Sovereign GaiXer
ICD-11 

コーディング機能

取り込み



そして製造業の現場でも！
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Sovereign GaiXer活用事例 ~製造業～

工程管理データと生成AIを連携させることで、各種業務帳票を自動生成する仕組みを構築。事例

作業時間が約10分の1に短縮（実作業5～10分→Sovereign GaiXer使用で30～45秒）結果

現
状

導
入
後

過去データ・
テンプレート学習

帳票
生成

Sovereign 
GaiXer

工程管理
を更新

帳票
作成

テンプレートを開き
雛形作成

内容を
雛形に入力

工程管理
データ入力



工場内での作業の様子
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見積書作成業務へのAI活用の概要
本取り組みでは、修理フローの「故障診断」工程で作成される見積書・見積兼報告書を対象に適用を開始

しています。診断結果から必要な作業内容・部品情報を整理し、適切な定型文とともに見積書を生成する

ことで、作成時間の短縮と品質の標準化を実現します。

修理フローの見栄えを変えたい
（※対応は劣後でOK）
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修理内容に応じて適切なカテゴリーと

定型文を選ぶ判断が必要。条件分岐が
多く、正解ロジックは経験者の頭の中にあり、

新人教育の負担となっている。

複数の業務システムを併用しているため情報が分散

し、確認や転記を手作業で行う必要がある。
どの情報をどの順序で連携するかという運用判断が

属人化している。

顧客申告と実際の修理内容を整理し、

公式文書として適切な表現にまとめる必要がある。
この文章化の判断や言い回しが経験に依存し、

品質が属人化している。

58© 2026 FIXER Inc.
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AI Workstation

解決策：ローカルAIワークステーションの導入

59© 2026 FIXER Inc.
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まずは触ってみてください

Sovereign GaiXer
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